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【
森
正
雄
議
員
】

　

�

農
林
航
空
防
除
支
援
事
業
の
支
援

面
積
は
、
ど
れ
く
ら
い
か
。

【
経
済
部
長
】

　

�

４
，
５
０
０
㏊
を
計
画
し
て
い
る
。

【
森
正
雄
議
員
】

　

�

イ
ネ
縞
葉
枯
病
に
対
す
る
航
空
防
除

に
つ
い
て
、
農
家
の
負
担
額
は
。

【
経
済
部
長
】

　

�

10
ａ
当
た
り
の
支
援
額
は
、
市
補

助
が
３
０
０
円
以
内
、
県
補
助

が
１
５
０
円
以
内
、
合
わ
せ
て

４
５
０
円
以
内
に
な
る
。
航
空
防

除
の
経
費
が
、
10
ａ
当
た
り
、
約

１
，
８
０
０
円
と
聞
い
て
お
り
、

農
家
の
負
担
額
は
10
ａ
当
た
り

　
�

１
，
３
５
０
円
程
度
に
な
る
見
込

み
で
あ
る
。

【
森
正
雄
議
員
】

　

�

こ
の
県
補
助
は
、
緊
急
対
策
と
あ

る
が
、
今
年
度
の
み
の
補
助
金
な

の
か
。

【
経
済
部
長
】

　

�

今
年
度
限
り
の
緊
急
対
策
と
聞
い

質

案

議

疑

【
榎
戸
甲
子
夫
議
員
】

　

�

学
校
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
機
器
等

を
購
入
す
る
に
当
た
り
、
既
存
の

機
器
は
下
取
り
が
あ
る
の
か
。

【
教
育
部
長
】

　

�

再
利
用
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
再

利
用
で
き
な
い
も
の
は
販
売
事
業

者
が
下
取
り
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

【
榎
戸
甲
子
夫
議
員
】

　

下
取
り
価
格
は
。

【
教
育
部
長
】

　

下
取
り
額
は
0
円
で
あ
る
。

【
榎
戸
甲
子
夫
議
員
】

　

�

公
的
機
関
が
使
用
し
た
パ
ソ
コ
ン

を
、
安
く
売
る
チ
ラ
シ
が
出
回
っ

て
い
る
が
。

【
教
育
部
長
】

　
�

今
回
下
取
り
に
出
す
機
器
は
、
商

品
と
し
て
の
価
値
は
な
く
、
契
約

の
仕
様
書
に
産
業
廃
棄
物
と
し
て

廃
棄
処
分
を
義
務
づ
け
し
て
い
る

の
で
、
商
品
と
し
て
出
回
る
こ
と

は
あ
り
得
な
い
。

【
榎
戸
甲
子
夫
議
員
】

　

�

今
後
、
機
器
の
購
入
は
ど
う
し
て

い
く
の
か
。

【
教
育
部
長
】

　

�

今
後
も
使
え
る
も
の
は
壊
れ
る
ま

で
使
い
、
課
題
を
見
つ
け
な
が
ら

経
費
削
減
に
努
め
て
い
き
た
い
。

既
存
の
Ｐ
Ｃ
等
は
ど

う
す
る
の
か

問 議
案
第
110
号

農
林
航
空
防
除
支
援

事
業
に
つ
い
て

問 議
案
第
87
号

て
い
る
が
、
補
助
事
業
の
継
続

に
つ
い
て
は
事
業
の
効
果
を
検

証
し
て
決
定
す
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。
県
に
継
続
を
要
望
し
て

い
き
た
い
。

　

開
会
日
に
提
出
さ
れ
た
議
案
に
対
す
る
質
疑
は
、
６
月
15
日

に
行
わ
れ
、
５
人
の
議
員
が
質
疑
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。　

【
三
浦
譲
議
員
】

　

�

２
次
医
療
圏
外
に
流
出
し
て
い
る

患
者
を
受
け
入
れ
る
よ
う
努
め
る

と
あ
る
が
。

【
中
核
病
院
整
備
部
長
】

　

�

筑
西
・
桜
川
地
域
で
２
次
救
急
医

療
ま
で
完
結
で
き
る
医
療
提
供
体

制
の
構
築
が
最
大
の
目
的
と
考
え

①
再
編
統
合
に
よ
る
医
療
機
能
集

約
②
医
師
増
員
に
よ
る
医
療
体
制

強
化
③
断
ら
な
い
救
急
を
目
指
し
、

24
時
間
３
６
５
日
急
病
患
者
対
応

す
る
こ
と
で
流
出
を
防
ぐ
。

【
三
浦
譲
議
員
】

　

�

病
院
外
活
動
に
市
及
び
関
係
機
関
、

地
域
住
民
と
の
協
働
を
推
進
す
る

と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を

す
る
の
か
。

西
部
医
療
機
構
中
期

目
標
の
策
定
に
つ
い
て

問 議
案
第
95
号

議案質疑
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も
玉
戸
駅
前
の
有
望
な
土
地
で
あ
る
。

将
来
、
利
用
で
き
る
可
能
性
を
残
す

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

【
市
民
病
院
事
務
部
長
】

　

�

医
療
執
行
に
必
要
な
土
地
建
物
を

承
継
さ
せ
る
。
医
療
機
構
は
、
今

後
の
動
向
等
に
よ
り
計
画
を
見
直

す
場
合
、
不
要
と
な
っ
た
資
産
は

市
に
納
付
す
る
こ
と
が
法
で
定
め

ら
れ
て
い
る
。

【
中
核
病
院
整
備
部
長
】

　

�
こ
れ
ま
で
両
医
療
監
が
市
民
や
団

体
の
も
と
へ
出
向
き
、
病
院
の
概

要
や
地
域
医
療
の
説
明
を
行
っ
て

き
た
。
開
院
後
も
積
極
的
に
健
康

維
持
・
予
防
医
学
の
講
座
開
催
や

児
童
生
徒
対
象
に
命
の
授
業
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
た
だ
く
。

【
三
浦
譲
議
員
】

　

�

地
域
医
療
支
援
病
院
の
承
認
達
成

の
た
め
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
す

る
の
か
。

【
中
核
病
院
整
備
部
長
】

　

�

地
元
医
師
会
等
と
の
医
療
情
報
等

の
意
見
交
換
、
紹
介
や
逆
紹
介
の

連
携
、
西
部
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

タ
ー
の
施
設
や
設
備
の
共
同
利
用

体
制
の
整
備
、
地
域
の
医
療
従
事

者
の
資
質
向
上
を
図
る
研
修
の
実

施
な
ど
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
。

西
部
医
療
機
構
の
経

営
健
全
化
に
つ
い
て

問 議
案
第
95
号

市
民
病
院
跡
地
の
承

継
に
つ
い
て

問 議
案
第
96
号

【
小
島
信
一
議
員
】

　

�

市
民
病
院
の
土
地
建
物
も
西
部
メ

デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
や
建
物

と
同
様
に
、
市
か
ら
西
部
医
療
機
構

に
所
有
権
移
転
し
て
し
ま
う
の
か
。

【
中
核
病
院
整
備
部
長
】

　
�

地
方
独
立
行
政
法
人
法
の
趣
旨
に
基

づ
き
西
部
医
療
機
構
に
移
管
す
る
。

【
小
島
信
一
議
員
】

　

�

市
民
病
院
は
診
療
所
と
な
る
。
約

３
㏊
も
の
土
地
が
必
要
な
の
か
。

【
中
核
病
院
整
備
部
長
】

　

�

敷
地
内
に
は
診
療
所
で
使
う
浄
化

槽
、
電
気
機
械
設
備
等
が
あ
る
。

ま
た
、
市
民
病
院
本
館
に
あ
る

　

�

Ｘ
線
撮
影
室
も
引
き
続
き
使
用
す

る
予
定
で
あ
る
。
施
設
の
改
修
を

最
小
限
に
抑
え
、
診
療
所
運
営
に

必
要
な
も
の
と
し
て
敷
地
建
物
全

体
を
西
部
医
療
機
構
に
承
継
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

【
小
島
信
一
議
員
】

　

�

診
療
所
は
い
ず
れ
適
正
な
規
模
に
な

る
。
病
院
用
地
は
筑
西
市
に
と
っ
て

体
制
の
充
実
、
さ
ら
な
る
医
師
確

保
、
そ
し
て
地
域
医
療
連
携
の
強

化
を
図
り
な
が
ら
、
断
ら
な
い
救

急
医
療
を
担
い
つ
つ
、
地
域
外
に

流
出
し
て
い
る
患
者
さ
ん
の
受
け

入
れ
の
強
化
を
前
提
に
効
果
的
な

病
院
経
営
を
行
う
。
こ
れ
に
よ
り

平
成
32
年
度
ま
で
に
段
階
的
に
目

標
の
患
者
数
・
診
療
単
価
と
な
り
、

行
政
的
経
費
、
不
採
算
経
費
に
か

か
わ
る
所
定
の
繰
り
出
し
を
受
け

る
こ
と
で
開
院
３
年
目
に
黒
字
化

に
転
ず
る
見
込
み
で
あ
る
。

【
鈴
木
聡
議
員
】

　

�

救
急
、
急
性
期
を
扱
う
２
５
０
床

の
病
院
と
し
て
未
収
金
の
対
策
等

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

【
中
核
病
院
整
備
部
長
】

　

�

病
院
の
健
全
的
な
運
営
、
経
営
に

は
未
収
金
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

発
生
を
極
力
防
止
し
、
発
生
し
た
場

合
は
早
期
回
収
に
努
め
る
こ
と
が
重

要
。
未
然
の
対
策
と
し
て
未
収
金
の

発
生
防
止
フ
ロ
ー
の
作
成
、
院
内

の
統
制
、
医
療
相
談
員
の
早
期
介

入
。
発
生
後
の
対
策
と
し
て
医
療

相
談
員
を
中
心
と
し
た
未
収
金
対

策
チ
ー
ム
設
置
な
ど
、
院
内
全
体

の
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
る
。

【
鈴
木
聡
議
員
】

　
�

西
部
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
開
院

後
３
年
６
カ
月
で
黒
字
と
い
う
目

標
を
設
定
し
て
い
る
が
、
そ
の
過

程
と
見
込
み
は
。

【
中
核
病
院
整
備
部
長
】

　

�

２
病
院
の
再
編
統
合
に
伴
う
診
療

議案質疑


